春の会員交流会（２０２２．５．８）
総会に引き続いて春の会員交流会をＺＯＯＭにて、１０名の参加のもと行ないました。
主に成人期の当事者さんを持つ親御さんが中心で、家族が本人のこだわり行動などの自閉症特性とどう付き合っていくか、就労の定着・継続に向けて本人にどう関与していくか、親亡き後を見据えた今後の生活設計をどう進めていくかといった課題や、行政支援等との連携や、薬の処方を含めた医療との連携といったこと等、それぞれの個別具体的な近況を共有し合いました。約1時間半にわたる会となりましたが、コロナ禍が2年続いてきた中で会員同士のリアル接点がなかなか持てない中で貴重な交流機会となりました。
今年は会員同士の交流をもっと図れるよう、茶話会等の企画も仕掛けてまいりたいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。
＜参加者からの感想＞
・我が家の困り感がある中で、それぞれ支援者とつながりながら取り組んでおられる様子をお聞きできて、改めて参考となる点が多々あり、とても貴重な機会となりました。今後もこうした機会に積極的に参加していきたいと思います。
・他の会員さんの現状を伺い、ほっこりしたり大変だなと感じたり、色んな感情が起こりました。対面だったらもっと色んな情報や何気ない言葉や笑い声などで交流出来たかと思い、お茶っこ会はこのご時世のオプションとして必要だろうと切に感じました。会員さんともっとお話したくなりました。
貴重な機会をありがとうございました。
・会員の現在の状況を共有することができて、いろいろと考えるところがありました。コロナ下でこういう機会は貴重です。支援事業者からのお話も参考になりました。
・皆さんのお話を聞いていて根本的に共通している点があり共感しました。　子供も親も自分自身にそしてお互いに折り合いをつけて上手に生活する事が大事だと感じました。茶話会の提案、良い試みだと思います。交流会の中では行政へお願いすべき問題点が出てきたりして、会員交流の場はとても必要だと感じました。
・日々、自分の子どもの世話をしていると、自分のところが最も大変だと思っていましたが、会員交流会で皆さんのご家庭の状況をお伺いして、各家庭で困り事も様々であり、大変であると感じました。
子どもの状況も目まぐるしく変わり、うまくいっていると思っていたら突然崩れることも多く、なかなか気を抜けない状況は、どこの家庭でも同じであると感じました。
今回のような場で、日々の状況や思っていることを素直に話し合うことで、いろんな気付きがあり、有効な助言も頂けるので、定期的に開催できればなあと感じました。
・皆さんのお話しを聞き多くの問題・困りごとが出てきて驚きました。お話しに出てきた服薬の問題、二次障害の問題など簡単にはいかないですね。今回の交流会参加出来て良かったです。自閉症の子を持つ親であっても自閉症の事を知らない事だらけだと思いました。
これが 一般の方となるともっと分からないだろうと思います。皆さんへの理解を進めることが必要
だと思いました。今回お世話下さった皆さん有難うございました。

・今回の交流会も皆さんの日常を聞かせていただき、様々な事象の中でどんな対応をしてみたとか、他の方からアドバイスが出され、その度に自分のこと（子供のこと）と重ね合わせて聞いていました。

とても共感することが多く、もっと沢山の話す時間があればいいなと思いました。

このような何気ない日常のことの共有が案外一番、日常的な困りごとへの対応の仕方のヒントになったり
何より心の励みになると思いました。これからもよろしくお願いします。

